


事業概要

１．目的

コスト競争力が高く、軽量・フレキシブルなペロブスカイト太陽電池を開発し、

既存技術では設置できなかった耐荷重の小さな場所への設置を目指す

２．期間

2021.2 ～ 2026.3

３．目標（最終）

900cm2サイズパネル：変換効率18％、劣化率1.0％/年、稼動年数15年、

パネル単価2,500円（154円/W相当）→ 発電コスト20円/kWh相当

４．成果・進捗概要

・30cm角以上のフィルムモジュールでPCE=16％達成

・30cm角以上のフィルムモジュールで耐湿熱性試験（85℃、85%RH、2,000h）

維持率90％以上達成
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拠点紹介
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次世代型太陽電池の開発
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テーマ 事業者

超軽量太陽電池 R2R 製造技術開発 幹事 積水化学工業株式会社
国立大学法人東京大学
学校法人立命館立命館大学

フィルム型ペロブスカイト太陽電池
実用化技術

幹事 株式会社東芝
国立大学法人東京大学
学校法人立命館立命館大学

設置自由度の高いペロブスカイト太陽
電池の実用化技術開発

幹事 株式会社エネコートテクノロジーズ
国立大学法人京都大学

高効率・高耐久モジュールの実用化
技術開発

幹事 株式会社アイシン
国立大学法人東京大学

高性能ペロブスカイト太陽電池技術
開発

株式会社カネカ

次世代型ペロブスカイト太陽電池の
実用化に資する共通基盤技術開発

国立研究開発法人産業技術総合研究所





開発目標
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エネコートの研究開発目標





技術進捗（既報）
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Spiro-OMeTADの化学構造 spiro-OMeTADは使い勝手の良い材料ではあるが、
耐久性の懸念が報告されている



















まとめ
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➢ 高効率化

30cm2角サイズ以上のフィルムモジュールでPCE=16％以上を達成

➢ 高耐久化

30cm2角サイズ以上のフィルムモジュールで高温高湿試験

（85℃、85％RH、2,000h）、維持率85％以上を達成

➢ 屋外実証

PSCの比発電量がc-Siより高いことを実証
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